
まちの風物詩

防災無線テレフォンサービス(防災無線放送が聞けます)  　  ０１２０－１５－７０２０

もくじ

広 報 い た の １ 月 号
ホームページ　http://www.town.itano.tokushima.jp/ 1

2018.01.05
No.508

発行：板野町役場
徳島県板野郡板野町吹田字町南２２-２
企画・編集：総務課　TEL６７２-５９８０

まちの話題 もくじ

板野町長新年のごあいさつ…………………………………2・3
板野町北岸土地改良区総代選挙………………………………4
町営住宅入居者募集……………………………………………5
町県民税（所得税）確定申告のご案内…………………………6
お知らせ………………………………………………… 7～16
町民スポーツ………………………………………………… 17
ふるさと板野歴史散歩……………………………………… 18
まちのうごき………………………………………………… 19
町民カレンダー………………………………………… 20・21
はばたけ未来っ子(板野西小学校）…………………………… 22
文化の館だより262…………………………………………… 22

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

あさんウォーキングフェスタｉｎいたの
　11月19日（日）あすたむらんど徳島を起点
として町内を巡る「あさんウォーキングフェ
スタｉｎいたの」が開催されました。
　本格的なウォーキングが楽しめる10km
コースと気軽に参加できる４kmコースにあ
わせて約3,700人の参加者が秋の板野町で
ウォーキングを楽しみました。
　会場のあすたむらんど徳島芝生広場では、
ドラえもんショーや、子どもたちのサッカー
教室、大抽選会なども行われました。また、
物販コーナーにも多くの人が訪れ、秋の一
日を楽しみました。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

謹
賀
新
年

板
野
町
長
　
玉
　
井
　
孝
　
治

防
災・減
災
対
策
に
向
け
て 

皆
様
と
共
に
歩
む 

ま
ち
づ
く
り

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
平
成
三

十
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
八
月
の
町
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様
方
の
深

い
ご
理
解
・
暖
か
い
ご
支
援
を
賜

り
、
無
投
票
で
三
期
目
の
町
政
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
皆
様
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

信
頼
と
負
託
に
お
応
え
す
べ
く
、

引
き
続
き
町
の
現
状
や
課
題
を
検

証
し
な
が
ら
、
私
の
一
期
目
か
ら

の
政
治
信
条
で
あ
り
ま
す
、
誠
心

誠
意
、
町
民
の
た
め
に
誠
実
に
、

公
正
無
私
の
立
場
で
汗
を
流
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
全
力
で
町
政
運
営

に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
頭
に
あ
た
り
本
年
も

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
、

医
療
と
介
護
の
連
携
を
図
り
、
町

民
皆
様
方
と
と
も
に
元
気
な
地
域

力
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

核
と
し
た「
い
た
の
再
興《
最
高
》

新
南
海
道
戦
略
」の
推
進
な
ど
を

引
き
続
き
重
要
施
策
と
し
、
さ
ら

な
る
進
化
躍
進
の
た
め
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

※
防
災・減
災
対
策
に
つ
い
て

　
ま
ず
は
、
各
種
事
業
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
防
災
・
減
災
対
策
に

つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
徳
島
県
が
昨
年
夏
に
公
表
し

た
、
中
央
構
造
線
活
断
層
地
震
に

よ
り
ま
す
被
害
想
定
の
中
で
、
町

内
の
七
割
以
上
の
三
千
八
百
棟
の

家
屋
が
全
壊
・
半
壊
、
ま
た
、
最

大
で
死
者
百
七
十
名
、
負
傷
者
五

百
六
十
名
、
発
災
一
週
間
後
の
避

難
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
約
四
千

四
百
名
に
上
る
と
なって
お
り
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
避

難
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
町
指

定
避
難
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
町

民
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
な
ど
十
五

施
設
の
診
断
と
耐
震
補
強
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
地
震
に
お
け
る
想
定
さ

れ
る
避
難
者
数
、
約
四
千
四
百
名

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
お

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

重
点
施
策
の
継
続

　
板
野
町
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
や
中
央
構
造
線
活
断
層
帯

を
震
源
と
す
る
直
下
型
地
震
の
発

生
に
備
え
て
危
機
管
理
体
制
の
充

実
に
努
め
、
町
民
の
皆
様
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
み
、
昨
年
春
に
策
定
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た「
国
土

強
靱
化
板
野
町
計
画
」の
推
進
、

ま
た
、
常
に
住
民
目
線
か
ら
捉
え

た
町
政
運
営
を
念
頭
に
、「
未
来
を

見
据
え
る
確
か
な
町
づ
く
り
」を

実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、
義
務
教
育

終
了
ま
で
の
医
療
費
の
無
償
化
・

幼
稚
園
授
業
料
・
保
育
料
の
無
料

化
、
給
食
費
の
半
額
補
助
な
ど
の

継
続
、
ま
た
、
平
成
三
十
二
年
春

の
開
業
に
向
け
た
道
の
駅
建
設
を

に
つ
き
ま
し
て
は
、
避
難
所
の
居

住
ス
ペ
ー
ス
の
精
査
を
行
い
、
収

容
人
数
の
見
直
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
確
保
可
能
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
死
者
ゼ
ロ
・
避
難

者
の
減
少
を
図
る
た
め
一
般
木
造

住
宅
の
耐
震
化
推
進
や
自
主
防
災

組
織
を
中
心
と
し
た
地
域
防
災
力

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
者
の
た

め
の
備
蓄
品
を
保
管
す
る
防
災
倉

庫
を
、
平
成
二
十
八
年
度
ま
で
に

町
内
二
十
箇
所
に
設
置
し
て
お
り

ま
す
。
平
成
二
十
九
・
三
十
年
度

に
お
き
ま
し
て
も
、
各
年
度
五
箇

所
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

※
道
の
駅
整
備
に
つ
い
て

　
現
在
、
板
野
町
で
は
地
権
者
並

び
に
地
域
の
皆
様
方
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
平
成

三
十
二
年
春
の
開
業
に
向
け
て
未

来
指
向
型
の
道
の
駅「（
仮
称
）道

の
駅
い
た
の
」の
整
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
道
の
駅
は
、
産
直
市
や
レ

ス
ト
ラ
ン
を
中
心
と
し
た
観
光
拠

点
施
設
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
防

災
対
策
の
核
と
な
る
施
設
と
し
、

避
難
所
や
災
害
物
資
の
運
搬
拠
点

と
し
て
の
活
用
や
、
防
災
倉
庫
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
な
ど
も
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
十
二
月
に
は
、
町
議
会

議
員
の
皆
様
方
と
も
ご
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
後「
道
の
駅

整
備
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」を

開
催
し
、
道
の
駅
の
産
直
市
や
レ

ス
ト
ラ
ン
と
い
っ
た
地
域
振
興
施

設
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
ご
協
議

い
た
だ
い
た
結
果
、
公
設
民
営
で

行
う
こ
と
が
最
適
と
い
う
意
見
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
そ
の
方
針
に
沿
っ
た
運

営
方
法
策
定
に
向
け
た
作
業
を
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、
施
設
整
備

に
も
着
手
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
基
幹
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　「
板
野
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
」

で
ご
ざ
い
ま
す
。
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

　
現
在
、
板
野
町
全
体
の
耕
地
面

積
は
約
七
百
二
十
㌶
で
、
そ
の
う

ち
、
田
が
約
五
百
五
十
四
㌶
、
畑

が
約
百
六
十
六
㌶
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
平
成
二
十
九
年
度
に
つ
き

ま
し
て
は
、
中
心
作
物
と
な
る
春

人
参
が
生
産
面
積
約
三
百
十
五

㌶
、
生
産
量
一
万
八
千
四
百
五
十

六
㌧
、
売
上
高
に
つ
い
て
は
、
二

十
七
億
三
千
六
百
八
十
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
県
下
一
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
本
年
も
引
き
続
い
て
農
業
振
興

を
推
進
さ
せ
、
後
継
者
の
育
成
に

力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
新
し
く
農
業
に
従
事

し
て
い
た
だ
く
新
規
就
農
者
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
ま
た
、
あ
る
程

度
育
っ
て
き
て
お
り
ま
す
若
手
農

家
に
対
し
ま
し
て
は
、
海
外
販
路

の
開
拓
な
ど
、
で
き
る
だ
け
支
援

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

※
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
私
が
、
特
に
力
を
入
れ
た
施
策

の
一
つ
が
、
子
育
て
支
援
策
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
、
幼
稚
園
の
授

業
料
・
保
育
料
の
完
全
無
料
化
な

ど
で
昨
年
は
十
五
年
ぶ
り
に
人
口

増
加
を
達
成
で
き
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
進
め
て
お
り
ま
す

子
育
て
支
援
策
が
浸
透
し
て
い
く

中
で
、
入
園
希
望
者
が
増
え
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
本

年
四
月
よ
り
就
学
前
の
四
歳
児
・

五
歳
児
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
育

園
で
の
保
育
と
い
う
選
択
肢
が
な

く
な
り
、
す
べ
て
の
園
児
が
幼
稚

園
で
の
教
育
を
お
願
い
す
る
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
、
保
育
園
の
入
園
に
つ
き

ま
し
て
は
た
く
さ
ん
の
申
し
込
み

が
あ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
四
月
に
は
板
野
保
育
園
と
板
野

わ
か
ば
保
育
園
の
統
合
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
昨
年
に
は
新
た
に

調
理
室
の
建
設
に
着
工
し
、
現
在

の
事
務
室
や
保
育
室
を
改
築
す
る

こ
と
で
、
定
員
を
二
百
五
名
か
ら

二
百
二
十
名
に
増
員
す
る
な
ど
、

保
育
園
の
保
育
環
境
の
更
な
る
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
元
気
で
明
る
く
成
長
で
き
る
よ

う
子
育
て
支
援
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
の
充

実
を
図
る
た
め
、
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付・

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て

　
昨
年
四
月
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
コ
ン
ビ
ニ
内

※
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
八
年
に
は
高
齢
者
の

買
い
物
弱
者
支
援
と
し
て
、
タ
ク

シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
外
出
の

機
会
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
日
常

生
活
の
利
便
性
の
向
上
や
社
会
参

加
の
促
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
二
千
二
十
五
年
に
は
、
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
は
三
千
六
百
万

人
を
超
え
、
認
知
症
高
齢
者
も
七

百
万
人
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
本

人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
、
介
護
予
防
や
認
知
症
施

策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
が

厳
し
い
中
、
こ
れ
ら
の
施
策
や
事

業
を
実
施
さ
せ
る
た
め
、
今
後
も

自
立
可
能
な
安
定
的
町
財
政
の
存

続
を
念
頭
に
入
れ
、
行
財
政
改
革

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
併
せ
て
健
全
な
町
政
運
営
を
進

め
る
た
め
に
は
、
貴
重
な
自
主
財

源
と
な
る
税
収
を
伸
ば
し
て
い
く

の
コ
ピ
ー
機
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
四
桁
の
暗
証
番
号
を
入

力
す
る
こ
と
で
、住
民
票
を
始
め
、

印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄
本
、
所

得
課
税
証
明
書
を
、
役
場
窓
口
よ

り
五
十
円
安
価
で
取
得
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
ご
ざ
い
ま
す
。
年
末

年
始
を
除
き
、
午
前
六
時
三
十
分

か
ら
午
後
十一時
ま
で
、
土
・
日
・

祝
日
も
、
全
国
ど
こ
の
コ
ン
ビ
ニ

で
も
、
取
得
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

十一月
ま
で
の
八
ヶ
月
間
で
百
八
十

六
通
の
ご
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
納
付
書
が
あ
れ
ば
い
つ

で
も
コ
ン
ビ
ニ
で
固
定
資
産
税
・

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介

護
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
等
の
納
付
が
で
き
る
コ
ン
ビ

ニ
収
納
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
一

月
末
現
在
、
税
金
・
保
険
料
等
に

つ
い
て
五
千
六
百
九
十
四
件
で
七

千
八
百
八
十
九
万
八
千
円
、
公
営

住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
百
三
十
三

件
で
百
三
十
九
万
九
千
円
、
上
下

水
道
料
金
等
に
つ
い
て
千
四
百
五

十
件
で
四
百
六
万
九
千
円
、
合
わ

せ
ま
し
て
七
千
二
百
七
十
七
件
で

八
千
四
百
三
十
六
万
六
千
円
の
納

付
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
便
利

な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
定
着
し
て

い
く
こ
と
と
期
待
を
し
て
お
り
ま

す
。

こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
た
め
に
、
管
理
職
員
な
ど

に
よ
る
町
内
の
一
斉
訪
問
徴
収
に

つ
い
て
も
、
財
源
の
確
保
と
税
負

担
の
公
平
性
か
ら
も
、
引
き
続
き

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
施
策

や
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
充
実

を
図
り
な
が
ら
継
続
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
、
見
直
し
や
改
善
が

必
要
と
判
断
し
た
も
の
は
、
創
意

工
夫
を
行
い
、
進
化
さ
せ
た
い
と

考
え
て
お
り
、
町
民
の
皆
様
方
の

生
活
を
守
り
、町
の
発
展
の
た
め
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
町
政
と
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
事
務
事
業
の

遂
行
に
、
一
層
尽
力
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
結
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
戌
年

は「
戌
笑
い
」と
言
わ
れ
、
好
景
気

で
笑
っ
て
過
ご
せ
る
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
の
本
年
が
町
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
ご
多

幸
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう  ●

町
議
会

議
　
長	

髙
橋
　
勲

副
議
長	
東
條
昭
二

議
　
員	

犬
伏
博
昭
・
大
西
正
一

	

水
口
昭
彦
・
奥
尾
周
二

	

松
浦
　
昶
・
天
羽
生
美

	

西
川
　
有
・
広
田
勝
己

	

築
本
重
視
・
石
田
　
実

	

吉
岡
輝
昭
　
　
　
　
　

	

事
務
局
職
員
一
同

町
長
部
局

町
　
長	

玉
井
孝
治

	

ほ
か
職
員
一
同

教
育
委
員
会

教
育
長	

石
井
公
生

	

ほ
か
委
員
・
職
員
一
同

農
業
委
員
会

会
　
長	

木
原
　
勝

	

ほ
か
農
業
委
員
・
推
進
委
員
一
同

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
長	

坂
東
憲
人

	

ほ
か
委
員
一
同

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長	

松
田
政
直

	

ほ
か
委
員
一
同

監
査
委
員

学
識
委
員	

橋
本
昭
夫

議
会
選
出
委
員	

犬
伏
博
昭

救
助
資
機
材・小
型
ポ
ン
プ
搬
送
車
の

無
償
貸
与
を
う
け
ま
し
た

　
大
規
模
災
害
時
の
救
助
活
動
等
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、

板
野
町
消
防
団
が
消
防
庁
か
ら
無
償
貸
与
を
う
け
ま
し
た
。
今

後
は
防
災
訓
練
等
の
機
会
を
利
用
し
救
助
資
機
材
等
の
操
作
習

得
に
努
め
ま
す
。

【
無
償
貸
与
物
】

　�
搬
送
車（
軽
自
動
車
）・
小
型
ポ
ン
プ
・A
E
D・
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
・
発
電
機
付
投
光
器
・
携
帯
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
壊
器

具
な
ど

　
※
十
二
月
七
日(

木)

納
車
及
び
操
作
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た

お
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
　
☎
六
七
二
―
五
九
八
〇

　平成29年12月11日執行の板野町北岸土地改良区総代総選挙は、12月4日（選挙告示日）と12月５日の２日間、立候
補の受付が行われ、第1選挙区・第2選挙区とも候補者の数が総代定数を超えなかったため、次の方々が無投票で
当選されました。
　任期は、平成29年12月18日から平成33年12月17日までです。

第１選挙区　総代数16名（大坂・吹田・大寺・川端地区）
奥谷　勝義（川端） 奥尾　周二（川端） 石川美榮子（川端）
漆原　良治（川端） 圓藤　幸晴（川端） 高野　晴美（川端）
杉本　武司（吹田） 清水　治雄（吹田） 米澤　和之（吹田）
豊原貴美子（吹田） 小山　静子（吹田） 折野　富男（吹田）
日下　　勲（大坂） 三木　伸彦（大坂） 三木　　悟（大坂）
日下　丈司（大坂）

第２選挙区　総代数14名（犬伏・那東・松谷・羅漢・黒谷地区）
黒川　誠二（犬伏） 西川　　徹（犬伏） 阿部　一市（犬伏）
森田　公夫（犬伏） 岩田　稔久（那東） 松本　芳章（那東）
松本　忠良（那東） 近藤　雅彦（那東） 寒川　隆弘（松谷）
富積　頼之（松谷） 白田　隆 （黒谷） 黒川　敬志（黒谷）
市川　隆司（羅漢） 三木　清二（羅漢）

新
年
あ
け
ま
し
て

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

板野町北岸土地改良区総代総選挙
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診  ●

　
家
賃
の
高
額
滞
納
者
に
つ
い
て

は「
家
賃
の
支
払
い
及
び
、
町
営

住
宅
の
明
け
渡
し
」を
求
め
て
交

渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
度
は
、
高
額
滞

納
者
の
う
ち
、
呼
出
し
及
び
顧
問

弁
護
士
に
よ
る
納
付
相
談
を
十
件

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
滞
納
者
に
つ
い
て
納

付
相
談
を
す
す
め
て
行
く
と
と
も

に
、
悪
質
者
に
つ
い
て
は
弁
護
士

と
連
携
し
な
が
ら
交
渉
又
は
訴
訟

を
実
施
し
、
滞
納
解
消
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
条
　
件
　

　
①�

交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ

る
こ
と
。（
会
費
の
納
入
者
）

　
②�

十
年
以
上
、
十
五
年
以
上
、

二
十
年
以
上
、
三
十
年
以
上

無
事
故
無
違
反
で
あ
る
こ

と
。

　
　�（
平
成
三
十
年
一
月
三
十
一

日
現
在
）

　
免
許
の
種
類
　

　
普
通
免
許
ま
た
は
二
輪
免
許

（
原
付
免
許
を
含
む
）

　《
普
通
・
二
輪
・
原
付
の
免
許

保
有
者
の
場
合
は
、　
普
通
免
許

の
取
得
年
月
日
が
対
象
と
な
る
》

　
申
請
は
こ
ち
ら
へ
　

　�

　
免
許
証
と
印
鑑
を
持
参
の

上
、
役
場
総
務
課
で
申
請
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
　
切
　
日

　
一
月
二
十
六
日（
金
）

　
板
野
町
で
は
、
今
年
も「
い
た

の
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
遠
い
昔
か
ら
歌

い
継
が
れ
て
き
た
童
謡
、
わ
ら
べ

歌
、
叙
情
歌
。
優
し
い
歌
声
や
演

奏
で
懐
か
し
い
時
代
へ
と
い
ざ

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時 

二
月
四
日(

日)

　
　
　 

午
後
一
時
か
ら

場
　
所 

板
野
町
文
化
の
館

　
　
　 

さ
く
ら
ホ
ー
ル

ゲ
ス
ト 

徳
島
少
年
少
女

　
　
　 

合
唱
団

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
文
化
の
館

　
　
☎
六
七
二
ー
五
八
八
八

一
．
募
集
戸
数

　
板
野
第
二
団
地
…
…
…
…
…
…
一
戸

　
板
野
第
三
団
地
…
…
…
…
…
…
一
戸

　
平
田
団
地
…
…
…
…
…
…
…
…
一
戸

　
中
久
保
団
地
…
…
…
…
…
…
…
一
戸

　
あ
さ
ん
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
…
…
二
戸

※
家
賃
は
収
入
に
応
じ
、
法
令
に
よ
り
算
出
し
ま
す
。

二
．
入
居
資
格（
次
の
条
件
が
全
て
必
要
で
す
。）

　
板
野
町
に
住
所
又
は
勤
務
地
が
あ
り
、
住
宅
に
困
窮
し
、
同

居
す
る
親
族
が
お
り
、
申
込
者
及
び
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
で

な
く
、
税
金
等
公
共
料
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
、
収
入
が

入
居
の
基
準
額
以
内
で
あ
る
こ
と
。

三
．
応
募
方
法

　
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
役
場
建
設

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
建
設
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

四
．
応
募
期
間

　
平
成
三
十
年
一
月
十
五
日（
月
）～
一
月
二
十
六
日（
金
）

　
※
土
日
祝
祭
日
除
く

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で  

※
随
時
受
付

五
．
選
考
の
方
法

　
町
条
例
に
基
づ
き
入
居
資
格
等
の
審
査
を
行
い
、
選
考
委
員

会
の
意
見
を
聞
い
て
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
建
設
課
　
☎
六
七
二
ー
五
九
九
六

優良運転者優良運転者
表彰の申請を表彰の申請を
受付します受付します

板野交通安全協会では
優良運転者の表彰を
次のとおり受け付けます

第

回
6い

た
の

童
謡
と

わ
ら
べ
歌
の

つ
ど
い

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
使
用
料
の

滞
納
解
消
に
向
け
て
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● 守ろう人権　みんなの幸せ  ●

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

❶�

　
平
成
三
十
年
一
月
一
日
現
在
、
板
野

町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
平
成
二
十
九

年
中（
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
～
平

成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
）に
所

得
の
あ
っ
た
方

❷
　
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
方

　
⑴�

　
給
与
の
収
入
金
額
が
二
、
〇
〇
〇

万
円
を
超
え
る
方

　
⑵�

　
給
与
所
得
以
外
に
営
業
、
農
業
、

不
動
産
、
年
金
等
の
所
得
が
あっ
た
方

　
⑶�

　
二
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を

受
け
て
い
る
方

　
⑷�

　
平
成
二
十
九
年
中
に
退
職
し
た

方
、
一
定
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

な
い
方

　
⑸�
　
事
業
所
に
て
年
末
調
整
未
済
の
方

❸�
　
国
民
健
康
保
険
加
入
者（
平
成
二
十

九
年
中
に
所
得
が
な
い
場
合
で
も
申
告

が
必
要
で
す
。）

❹�

　
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
・
医
療
費

控
除（
各
証
明
書
等
添
付
）を
受
け
よ
う

と
す
る
方

※�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
確
定
申
告
書
、
決

算
書
、
収
支
内
訳
書
な
ど
が
自
宅
で
簡

単
に
作
成
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
でhttp://w

w
w
.nta.go.jp

に
ア

ク
セ
ス
し
、「
確
定
申
告
情
報
」か
ら
ど
う
ぞ
。

申 

告 

相 

談 

日

　
下
記
の
と
お
り
地
区
ご
と
に
日
程
を
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※�

土
曜
日
、
日
曜
日
は
閉
庁
日
に
つ
き
申

告
は
で
き
ま
せ
ん
。（
税
務
署
は
二
月
十

八
日（
日
）お
よ
び
二
月
二
十
五
日（
日
）

に
閉
庁
日
対
応
を
実
施
）

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

❶
　
印
鑑

❷�

　
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類
、帳
簿
、

記
録
簿
、
領
収
書

　�

　
農
業
、
営
業
、
不
動
産
所
得
の
あ
る

方
は
収
支
内
訳
書

❸�

　
給
与
所
得
者
、
年
金
受
給
者
に
つ
い

て
は
源
泉
徴
収
票
又
は
支
払
証
明
書

❹�

　
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
等
の
証

明
書
、
社
会
保
険
料
の
領
収
書
、
国
民

年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

❺�

　
還
付
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
通
帳
ま

た
は
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

❻�

　
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

平
成
二
十
九
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

に
つ
い
て
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
を

作
成
の
う
え
提
出（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
に
関
し
て
は
板
野
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

※�

当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
事
前

に
病
院
、
家
族
氏
名
ご
と
に
金
額
の
集
計

を
お
願
い
し
ま
す
。《
集
計
が
お
済
み
の
方

か
ら
順
次
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
》

❼�
　
申
告
者
の
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た

も
の
と
身
元
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
カ
ー
ド
だ
け

で
大
丈
夫
で
す
。）

※�

被
扶
養
者
、
専
従
者
の
方
に
も
個
人
番

号
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申 

告 

相 

談 

日 

程

申
　
告
　
日

地
　
　
　
区

申告
会場

二
月
　
十
六
日
㈮
矢
　
　
　
武

中央公民館（役場庁舎北側）

二
月
　
十
九
日
㈪
那
東
・
松
谷

二
月
　
二
十
日
㈫
羅
漢
・
黒
谷

二
月
二
十
一
日
㈬
犬
　
　
　
伏

二
月
二
十
二
日
㈭
古
城
・
唐
園

二
月
二
十
三
日
㈮
下
　
　
　
庄

二
月
二
十
六
日
㈪
西
　
中
　
富

二
月
二
十
七
日
㈫
西
　
中
　
富

二
月
二
十
八
日
㈬
中
　
久
　
保

三
月
　
　
一
日
㈭
川
　
　
　
端

三
月
　
　
二
日
㈮
川
　
　
　
端

三
月
　
　
五
日
㈪
吹
　
　
　
田

三
月
　
　
六
日
㈫
吹
　
　
　
田

三
月
　
　
七
日
㈬
大
　
　
　
寺

三
月
　
　
八
日
㈭
大
　
　
　
寺

三
月
　
　
九
日
㈮
オ
リ
ン
ポ
ス

パ
ノ
ラ
マ

ス
ー
パ
ー
リ
ッ
チ

三
月
　
十
二
日
㈪
郡
頭
・
岡
ノ
宮

三
月
　
十
三
日
㈫
新
田
・
東
大
寺

三
月
　
十
四
日
㈬
高
樹
・
楠
ノ
本

三
月
　
十
五
日
㈭
大
　
　
　
坂

※
受
付
時
間

　
午
前
九
時
～
十
二
時

　
午
後
一
時
～
四
時

※�

地
区
別
に
分
け
て
お
り
ま
す
が
、
指
定

日
に
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
別
の
日
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二
ー
五
九
八
三

　
今
月
納
期
の
税
金
・
保
険
料
は

・
町
県
民
税
　
　
　
　
　
第
三
期

・
国
民
健
康
保
険
税
　
　
第
六
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
六
期

・
介
護
保
険
料
　
　
　
　
第
六
期

　
納
期
限
は
一
月
三
十
一
日（
水
）

で
す
。

　
納
期
限
を
守
り
、
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
!

※�

税
金
・
保
険
料
は
納
期
限
を
経

過
し
督
促
状
発
付
の
日
か
ら
督

促
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　�

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
完
納
し

な
い
場
合
は
、
納
期
限
の
翌
日

か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に    

応
じ
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

※�

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
よ
り

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
町

税
・
使
用
料
の
支
払
い
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二
―
五
九
八
三

今
月
納
期
の

税
金・保
険
料

の
お
知
ら
せ
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう  ●

１　確定申告期限等について
税　　　　目 申告期限・納税期限 振替納税の振替日

所得税及び復興特別所得税 平成30年３月15日（木） 平成30年４月20日（金）
個人の消費税及び地方消費税 平成30年４月２日（月） 平成30年４月25日（水）
贈 与 税 平成30年３月15日（木） −
※	税金を納める場合には振替納税が便利ですので、ぜひご利用ください。

２　鳴門税務署の確定申告会場開設期間等について
場 所 鳴門税務署１階会議室

鳴門市撫養町南浜字東浜39番地3

開 設 期 間 平成30年２月16日（金）から平成30年３月15日（木）
※土・日を除きます。

受 付 時 間 午前８時30分から午後４時
※混雑状況により受付を午後４時より前に締め切る場合がございます。

申告相談時間 午前９時から午後５時
※受付時間は上記のとおり午後４時までとなっております。

※	申告相談にこられる方は、２月16日（金）以降にお越しください。
※	駐車場が大変混雑いたしますので公共交通機関をご利用ください。

３　医療費控除の改正について
　平成29年分の確定申告から、医療費の領収書等を添付又は提示する代わりに、「医療費控除の明細書」
の添付が必要となりました。
※�医療費の領収書はご自宅で５年間保存する必要があります。
※�税務署から求められたときは、医療費の領収書を提示又は提出しなければなりません。
※�平成29年分から平成31年分までの確定申告については、これまでどおり医療費の領収書の添付又は
提示によることもできます。

４　贈与税の申告をお忘れなく
　平成29年1月1日から平成29年12月31日の1年間に、個人からもらった財産の価額が110万円を超え
ると、申告期限までに贈与税の申告と納税が必要となります。
　なお、贈与により取得した財産について、①相続時精算課税制度、②住宅取得等資金の非課税制度の
特例等の適用を受ける場合には、申告期限までに贈与税の申告が必要となりますのでご注意ください。

５　国税庁ホームページの利用について
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って該当項目を入力する
ことにより、所得税及び復興特別所得税、贈与税、消費税及び地方消費税の確定申告書や青色申告決
算書等を作成することができます。
　作成した申告書等は電子申告（e-Tax）するか、印刷して郵送などにより税務署に提出することがで
きますので、ぜひご利用ください。

お問い合わせ　鳴門税務署　☎６８５－４１０１

　
口
座
振
替
制
度
は
、
納
期
ご
と

に
金
融
機
関
の
窓
口
へ
出
向
く
必

要
が
な
く
、
大
変
便
利
な
制
度
で

す
。
振
替
日
は
、毎
月
月
末（
十
二

月
は
二
十
五
日
）、
再
振
替
日
は
、

翌
月
十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

税
金
・
保
険
料
は
そ
れ
ぞ
れ
の

納
期
日
が
振
替
日
と
な
り
、
再

振
替
日
は
、
翌
月
十
五
日
と
な

り
ま
す
。

※�

振
替
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日

と
な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
阿
波

銀
行
・
徳
島
銀
行
・
四
国
銀
行
・

板
野
郡
農
協
・
郵
便
局
の
窓
口
で

行
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
税
金
・
保
険
料

　
　
役
場
税
務
課

　
　
　
☎
六
七
二
ー
五
九
八
三

　
水
道
料
金

　
　
役
場
水
道
課

　
　
　
☎
六
七
二
ー
六
〇
〇
四

　
下
水
道
料
金

　
　
役
場
下
水
道
課

　
　
　
☎
六
七
二
ー
五
九
九
三

　
公
営
住
宅
使
用
料

　
　
役
場
建
設
課

　
　
　
☎
六
七
二
ー
五
九
九
六

口
座
振
替

に
つ
い
て
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● 守ろう人権　みんなの幸せ  ●

十
月
二
十
日（
金
）

　
板
野
南
幼
稚
園
で

保
護
者
と
園
児
対
象

に「
命
の
大
切
さ
」

「
自
分
の
命
・
友
達

や
周
り
の
人
の
命
を

思
い
や
る
心
」を
育

成
す
る
目
的
で
人
権

教
室
を
行
い
ま
し

た
。十

二
月
五
日（
火
）

　
人
権
週
間
期
間
中

午
前
中
は
、
広
報
車

に
よ
る
町
内
巡
回
啓

発
と
大
型
量
販
店
で

特
設
人
権
相
談
所
案

内
チ
ラ
シ
と
共
に
啓

発
物
品
の
配
布
を
行

い
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
、
町
民

の
相
談
に
応
じ
、人
権
問
題
の
解
決
を
目
指
し
ま
し
た
。

役
場
人
権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課  

☎
六
七
二
ー
五
九
八
八

人
権
擁
護
委
員
の
活
動

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。
麻しん・風しんの予防接種を受けましょう

（風しんとは？）
　風しんは、軽いかぜ症状ではじまり、発疹、発熱、後頸部のリンパ節腫脹などが主症状です。その他、
眼球結膜の充血もみられます。発疹、発熱が約３日間で治ることが多いので「３日ばしか」と呼ばれる
こともあります。
　妊娠早期に感染するとおなかの赤ちゃんにも感染し先天性風しん症候群（耳がきこえにくい、生ま
れつきの心臓病など）になる可能性もあります。

（麻しんとは？）
　麻しんは、「はしか」とも呼ばれ麻しんウイルスによって空気感染する感染症です。発熱・せき・鼻汁・
めやに・発疹を主症状とします。
　麻しんは、感染力が強く空気感染するので、手洗い・マスクのみでは完全に予防することができま
せん。予防接種が有効な予防法といえます。
　予防接種を受けることによって、95%以上の人が麻しんウイルスに対する免疫を獲得することが
できると言われています。
　また、２回予防接種を受けることで１回の接種では免疫がつかなかった５%の人に免疫をつけるこ
とができます。
　さらに、予防接種を受けたあと年数の経過とともに免疫力が低下してきた人に対しても、２回受け
ることで免疫力を増強させる効果があります。

自分が感染しないためだけでなく他の人に感染させないためにも２回の予防接種を受け
ましょう。
麻しん・風しんの定期予防接種は、1歳〜2歳未満（１期）と小学校就学前の1年間（２期）
です。（平成29年度の２期の対象者は、平成23年４月２日生～平成24年４月１日生）
定期予防接種対象者は無料で受けることができます。
対象になる方で、まだ受けてない方は、忘れずに麻しん・風しんの予防接種を受けましょう。
（※予防接種を受ける前には、予防接種の効果や副反応をご理解いただいたうえでお受けください。）

お問い合わせ　役場福祉保健課　☎６７２－５９８６
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診  ●

　私は、チョコレートを購入する際、かわいいデザインで選んでいます。皆さんは、どのように選んでいますか。
お気に入りのメーカー？いつものおいしい味？一番安い物？人によって、様々だと思います。
　皆さんは、パッケージにエコマークが付いているチョコレートや、購入するだけで寄付に代わるチョコレート、
被災地の応援につながるチョコレートなどを見たことはありますか？
　また、そのような商品を自ら選んで購入したことはありますか？
　チョコレート以外にも、私たちは毎日、世界中の様々な商品を購入しながら生活しています。その一方で、 
世の中では地球温暖化や発展途上国の貧困問題、被災地の風評被害などの様々な問題が起こっています。この教室
で皆さんに知ってもらいたいことは、それらの問題を改善する方法として『エシカル消費』がある、ということです。
　『エシカル消費』とは、人・社会・地域・環境などに配慮した商品を選択することをいいます。環境に気遣って 
リサイクル商品を購入する、たとえばそういうことなのです。買い物をする際、地球や社会やどこかの誰かに 
ちょっぴり幸せを贈る ことを考えてみませんか。 
　今後、毎月のすがおにエシカル消費教室として、皆さんの消費行動が周りにどう影響を与えているのか、また、 
どのようなエシカル消費があるのかを掲載していきますので、ぜひご覧ください。
　板野町は、エシカル消費を推進しています。

お問い合わせ　役場産業課　☎６７２－５９９４

板野町の取り組み
　11月19日(日)「あ さ ん ウ ォ ー キ ン グ フ ェ ス タinい た の」に お い て、 
板野町消費生活相談所と板野高校の共催により、エシカル商品（フェアト
レード・オーガニック・寄付付き）やパネル展示のほか、アンケート調査や
子ども向け絵本『もったいないばあさん』などの読み聞かせが行われました。

　来年からエシカル消費の授業
を担当することになったけど…。
　エシカル消費は直訳すると
『倫理的消費』や『道徳的消
費』という意味…。どうやったら、
みんなに伝わるんだろうか…。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
相
談
を
は
じ
め
、
遺
言
や

相
続
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

生
活
設
計
に
関
す
る
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
　
一
月
十
九
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

　
場
所
　
板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー

（
奇
数
月
の
第
三
金
曜
日
ご
と
の

開
催
で
す
。）

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
名
前
等

を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　�

コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　（
徳
島
県
行
政
書
士
会
内
）

　
　
☎
六
七
九
ー
四
四
四
〇

成年後見・
相続・遺言
無料相談会の
お知らせ

●消費者トラブルの無料法律相談会（第２回）　～一人で悩まず相談を～
　板野町消費生活相談所では、下記のとおり、弁護士による消費者トラブルの無料法律相談
会を実施します。相談を希望される方は２月９日（金）までに消費生活相談所へお申し込みく
ださい。申し込み多数の場合は受付順となり、後日ご連絡いたします。

◆開催日：２月20日(火）
◆時　間：午後１時30分～午後４時
◆場　所：板野町町民センター　２階　小会議室
　　　　　（板野町大寺字亀山西169-5）
◆内　容：消費者トラブル等
◆相談員：弁護士（消費生活相談員も同席）

≪消費者トラブル最新情報≫
成人になると巻き込まれやすいトラブル…未成年との境目を狙われる!!
　全国的に、20歳になった若者（成人）の契約トラブル等の相談件数は、未成年者とくらべて
多く、金額も高額になる傾向があります。契約に関して未成年者と成人の違いは？

「未成年」→保護者等の同意のない契約は原則取り消すことができる「未成年者取消権」
※取り消せない場合もある

「成　人」→「未成年者取消権」は使えない（社会的にも責任を負えると判断される）

【事例１】 �エステの契約した際は未成年だったが、契約書に誕生日の翌日の日付けを書くよう
に言われ、20歳になってからの契約にさせられ、解約できないといわれた。

【事例２】 �先輩から20歳になったら儲かる話を紹介すると言われ、誕生日の２日後に仮想通貨
を進められ、クレジット契約も親への相談なしにできるからと高額な契約をしてしまった。

　このように、先輩や友人関係などを巧みに利用する悪質な業者があります。
　どのような契約でも安易には飛びつかずに、本当に必要な契約か、一呼吸置いて考えまし
ょう。なお、平成29年12月１日から「特定商取引法」の一部が改正され、新たに美容医療等も
解約できることになりました。詳しくは消費生活相談所へおたずねください。

〈相談受付時間〉月曜日～金曜日　午前９時～午後３時　※土・日・祝日・年末年始はお休みです。

11月の相談件数は28件でした。

 板野町消費生活相談所　☎６７２-６
むつとしたら救急！

０９９　FAX６７２-１１１３　
フリーダイヤル

０１２０-７
な

８
や

３
み

-５
いつもないない

７７
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、
働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

国民年金のポイント
◆ 将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
◆ 老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病
気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者に
より生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

 ｢学生納付特例制度｣と｢納付猶予制度｣
■ ｢学生納付特例制度｣
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
■ ｢納付猶予制度｣
　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。
※平成28年₆月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。

お問い合わせ　役場住民課　☎672－ 5984

20歳になったら国民年金
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

中央広域環境施設組合（中央広域環境センター）からのお知らせ中央広域環境施設組合（中央広域環境センター）からのお知らせ
平成28年度ごみ種類別搬入量

［単位：トン］

搬入者
ごみ種別

吉野川市 阿 波 市 板 野 町 上 板 町 許可業者 搬入量計

可燃ごみ 8，090 6，686 3，233 2，171 9，622 29，802

小型複合ごみ 143 76 45 21 ― 285

大型複合
（粗大）ごみ 3 89 23 2 ― 117

搬入者別搬入量計 8，236 6，851 3，301 2，194 9，622 30，204

平成28年度ごみ処理状況

副産物の種類 活用されるもの

溶融スラグ 建設資材

工業塩 塩ビ製品・融雪剤

金属水酸化物 非鉄金属原料

精製ガス 施設内設備のガスエンジン
発電機の燃料

濃縮塩水 化学薬品

中央広域環境施設組合　中央広域環境センター
TEL．088 637 7127　FAX．088 637 7128

URL http://www.ck-kankyou.org/

環境調査

 ※環境調査は業者により測定を行っています。上の左側の写真は水質調査で、
　 右側の写真は臭気調査の測定を行っている状況です。

　平成28年度は、中央広域環境センターへ30,204トンのごみが搬入されました。この内訳は、可燃ごみ
が29,802トン、小型複合ごみが285トン、大型複合（粗大）ごみが117トンとなっており、前年度と比べ
て122トン減っています。（下記参照）

　当環境センターは、ごみを有効な資源とエネルギーに活用することを目的に運営しています。平成28年度
には、溶融スラグ（2,327t）、工業塩（518t）、濃縮塩水（431t）、金属水酸化物（354t）、硫黄（0t）精製ガ
ス（31,698千Ｎ㎥）を副産物として回収し、リサイクルしました。
　精製ガスについては、ボイラーと発電機の燃料ガスとして利用し、発生した蒸気は、施設内の塩製造設備
等で利用しています。ガスエンジン発電機の発電量は7,440千kwhで、昨年度は当環境センターの使用電力
の約33％を賄いました。

　当環境センターでは、環境保全のため
に国の環境基準より厳しい基準を設けて
運転をしています。
　そのために周辺の環境調査も行い、調
査結果は、公害防止審査委員会で審議さ
れ、周辺住民の方に公表しております。
また、組合のホームページでも公開して
おります。
　調査内容は、大気（年4回）、水質・臭気
（年2回）、土壌・騒音・振動（年１回）の各
項目と、当環境センターからの排出ガス
（年4回）であります。
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう ●

平成29年度『ごみに関する標語』募集結果

＊ ＊ ＊ 優 秀 賞 ＊ ＊ ＊
「一人ずつ　心がけよう　ゴミのこと」
 牛島小学校　4年生　阿部　心奏

「住みやすい　街作りには　リサイクル」
 御所小学校　　4年生　逸見　勝成

「リサイクル　みんなのゴミが　役立つよ」
 板野西小学校　4年生　田村　　晴

「協力し　きれいな町を　つくろうよ」
 神宅小学校　4年生　稲井　里桜

指名願いの受付 臨時職員の募集

　当組合では、毎年度、ごみに関する学習の一環として、吉野川市、阿波市、板野町、上板町の組合管内
の小学校４年生の皆さんから「ごみに関する標語」の募集をしております。今年度は、牛島小学校、御所小
学校、板野西小学校、神宅小学校にお願いし、98名の児童の皆さんから応募があり。厳正な審査の結果、
各校から１名の優秀賞を選定させていただきました。なお、応募作品は当組合【中央広域環境センター 1階
ホール】に掲示しています。 

■ 受付期間：平成30年２月１日（木） 

　　　　　  ～平成30年3月30日（金） 必着 
■ 有効期間：平成30年4月1日から 

　　　　    １年間（平成30年度） 
■ 提出場所：中央広域環境施設組合（郵送可） 
■ 種　　類：建設工事、測量・建設コンサル

　　　　    タント関係、運輸関係（一般貨物

　　　　    運送業許可業者）、物品の製造・

　　　　    買い入れ・売り払い、役務の提供

　　　　    関係 

○提出先 

〒771-1402 

阿波市吉野町西条字藤原70-1 

中央広域環境施設組合 

【お問い合わせ】 

中央広域環境施設組合 業務課 

TEL:088-637-7127 FAX:088-637-7128 

※申請書類等はホームページからダウンロ

　ードしてください。

URL http://www.ck-kankyou.org/

　平成30年度に中央広域環境施設組合で臨時的な業務に
従事する臨時職員を募集します。
　選考試験の結果、適正であると認める方を採用候補者
名簿に登録し、必要人員数に応じて採用します。
（名簿登録期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日）
■ 募集職種：一般事務補助
■ 勤 務 先：中央広域環境施設組合 中央広域環境センター
■ 応募資格：パソコンが使用できる方
　　　　　  改正雇用対策法に基づき年齢制限は設け
　　　　　  ていません。
■ 勤務時間：月曜日～金曜日 午前8時30分～午後5時15分
■ 賃　　金：日額6,200円＋賞与年80,000円
　　　　　  ＊通勤距離が2㎞以上の場合は通勤手当を　
　　　  　　　 支給します。
■ 加入保険：社会保険、雇用保険に加入します。
■ 募集人員：1人
■ 応募方法：応募期間を厳守のうえ、下記の応募先まで　
　　　　  　必要書類をご持参ください。
　　　　　  郵送提出不可。
■ 応募書類：履歴書（市販の様式・写真必要）
■ 応募期間：平成30年1月15日（月）～平成30年1月26日（金）
　　　　　  執務日の午前8時30分～午後5時15分
■ 試験日時：平成30年2月9日（金）
　　　　　  受付午前8時30分　試験開始午前9時
■ 試験会場：中央広域環境施設組合 中央広域環境センター
■ 試験方法：面接および書類により選考します。

【応募先・お問い合わせ先】
　〒771-1402  徳島県阿波市吉野町西条字藤原70番地1
　中央広域環境施設組合　総務課
　TEL 088-637-7127　FAX 088-637-7128
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

　11月11日（土）、12日（日）文化の館で「平成29年度板野町文
化祭」が開催されました。

　視聴覚室とギャラリーには、
板野町文化協会会員による写
真や日本画、手芸、盆栽など
が多数展示されました。また、
さくらホールでは第21回となる芸能祭が開催され、三味線や
舞踊、ダンス、詩吟などが披露され、構成吟の「阿讃山麓の郷」
では、板野町内の名所が吟じられ、会場の皆さんは聴き入っ
ていました。

平成29年度  板野町文化祭
（第33回文化展・第21回芸能祭）

～自動車事故の被害に遭われた方へ～
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

【日　　　程】₂月17日（土）
※小雨決行・雨天時は₂月18日に延期

【受　　　付】午前₈時30分
【ゲーム開始】午前₉時
【申　込　締　切】₁月31日（水）
【場　　　所】田園パーク町民スポーツガーデン
【参　加　対　象】中学生以上から参加できます。
　　　　　　参加選手は組合せで₁チーム₅～₆名で
　　　　　　編成します。

【お問い合わせ】
　板野町東支部　稲垣　敏　　　☎672-1842
　ぴょん太クラブ　髙原　惠次　☎672-2051
　板野町西支部　久米　守　　　☎672-2385
　板野町南支部　晃曻　勝　　　☎672-0864
　板野町Ｇ・Ｇ協会　責任者
　吉井　輝夫　　　　　　　☎090-5913-1611

【日　　時】₁月28日（日）
　※小雨決行（中止の場合は₂月₄日（日）に延期）

【受　　付】午前₈時30分
【開　会　式】午前₉時
【場　　所】田園パーク町民スポーツガーデン
【参加対象】大人のみ
【参　加　費】₁人500円
　　　　　※参加賞及び商品等たくさんあり。

【申込締切】₁月16日（火）
【申込方法】健康の館に申込用紙がありますので、必
　要項目を記入のうえお申し込みください。

【お問い合わせ】
　ぴょん太スポーツクラブ
　会長　尾田　建次　☎090-5910-7249
　グラウンドゴルフサークル
　代表　髙原　惠次　☎090-8971-0638

　とくしまマリッジサポートセンター（マリッサとくし
ま）のマッチングシステムは、ご結婚を真剣に希望する
20歳以上の独身者の₁対₁の出逢いをサポート。会員登
録が完了したら、お相手のプロフィール情報を検索し、
気になるお相手へお引合せを申し込むことができます。
　マリッサとくしまへお気軽にご相談ください。
TEL:088-656-1002／FAX:088-656-1008
Ｅ-mail:msc@marissa-tokushima.com

マッチング登録はこちら
〔個人情報について〕
とくしまマリッジサポートセンタープライバシー
ポリシーに基づき、適正な利用、提供及び管理等
に努めます。

阿波の縁むすびサポーターも随時募集中！

マリッサとくしまは、結婚を希望する独身男女に出逢いを提供し、
サポートを行うため、公益法人徳島県勤労者福祉ネットワークが、
徳島県から委託を受けて、結婚支援を行う公的センターです。

マッチング会員募集!!

とくしまマリッジサポートセンター
マリッサとくしまの出逢い
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平成29年度 板野町議長杯
グラウンド・ゴルフ
町民交流大会

板野ぴょん太スポーツクラブ
グラウンド・ゴルフ
町民交流大会
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

　平成30年（2018年）は、明治元年（1868年）から起算して満150年に当たります。政府では、内閣官房
副長官を議長とする「「明治150年」関連施策各府省連絡会議」を設け、①「明治以降の歩みを次世代に遺
す施策」、②「明治の精神に学び、さらに飛躍する国へ向けた施策」、③「明治150年
に向けた機運を高めていく施策」の₃つを柱として、政府一体となって「明治150年」
関連施策を推進しているところです。国だけでなく、地方公共団体や民間も含めて、
日本各地で、「明治150年」に関連する多様な取組が推進されるよう、ロゴマークの使
用促進や広報などを通じて、「明治150年」に向けた機運の醸成を図っています。 詳
しくは以下のホームページをご確認ください。

入札結果をお知らせします
平成29年10月₃₁日入札

番号 工　事　名 工事箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成29年度　地方道路整備事業　道路工事 板野町下庄
田村宅東 （有）山本建設 建設課 10,928,520円 87.76%

2 平成29年度　町単独土木事業　舗装工事 板野町古城憩
の家西 外１件 （有）栄建設 建設課 2,788,560円 87.23%

３ 平成29年度　町単独土木事業　排水工事 板野町西中富
板野漬物西 東條商事（株） 建設課 938,520円 87.78% 抽選

４ 平成29年度板野町公共下水道　岡山路22工
区管渠築造工事 板野町大寺 四国通建工事（株） 下水道課 9,876,600円 87.68%

５ 平成29年度板野町公共下水道　岡山路23工
区管渠築造工事 板野町大寺 三成建設（株） 下水道課 7,925,040円 87.67% 抽選

６ 平成29年度　板野町大寺岡山路地区配水管
布設替工事（１工区） 板野町大寺 （株）吉岡組 水道課 12,358,440円 88.16%

７ 平成29年度　板野町大寺岡山路地区配水管
布設替工事（４工区） 板野町大寺 四国通建工事（株） 水道課 4,908,600円 87.57% 抽選

８ 平成29年度　板野町大寺岡山路地区配水管
布設替工事（５工区） 板野町大寺 （株）月岡組 水道課 8,478,000円 87.81%

９ 平成29年度　板野町大寺岡山路地区配水管
布設替工事（６工区） 板野町大寺 三成建設（株） 水道課 12,677,040円 87.86%

10 平成29年度　板野町公共下水道事業に伴う
（犬伏地区）配水管移設工事 板野町犬伏 （有）幸神建設 水道課 4,350,240円 87.57%

平成29年11月₂₇日入札
番号 工　事　名 工事箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成29年度板野西小学校運動場
夜間照明コンクリート柱建替工事 板野町那東 四国電気工業（株） 教育委員会 3,024,000円 89.46%

2 平成29年度　町単独土木事業　舗装工事 板野町大寺
江川橋東 大東興業（株） 建設課 1,370,520円 86.92% 抽選

３ 平成29年度　町単独土木事業　舗装工事 板野町矢武宮
川内谷川左岸 大東興業（株） 建設課 2,390,040円 87.13%

４ 平成29年度　町単独土木事業　舗装工事 板野町中久保
浜宅西 外２件 （有）幸神建設 建設課 3,181,680円 87.16% 抽選

５ 平成29年度　町単独土木事業　道路工事 板野町古城市川
宅の所 第三工区 （株）廣田組 建設課 2,103,840円 87.35%

６ 平成29年度　町単独土木事業　排水工事 板野町大寺郡頭橋
から小林宅 外２件 （有）橋本土建 建設課 2,913,840円 87.03%

７ 平成29年度板野町公共下水道
岡山路8工区舗装復旧工事 板野町大寺 （有）橋本土建 下水道課 4,251,960円 87.68% 抽選

８ 平成29年度板野町公共下水道
岡山路9工区舗装復旧工事 板野町大寺 （株）小川土木 下水道課 9,026,640円 87.61% 抽選

９ 平成29年度　板野町田園パーク舗装工事 板野町犬伏 （有）マルハ土建 教育委員会 1,373,760 87.12%

平成29年11月₂₇日入札
番号 委　　託　　業　　務　　名 委託業務箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成29年度　板野第１団地６棟
及び第３団地１棟改修工事設計監理業務 板野町大寺 （株）剛建築事務所 建設課 1,890,000円 90.21%

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/portal/

「明治150年」関連施策について
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

【対象者】介護支援専門員証の有効期間の更新を希望
する方で、更新研修（実務経験者）など必要な研修を
終了した方

【手続き】平成30年₁月19日までに必要書類を徳島県
長寿いきがい課へ（郵送可）

【お問い合わせ】徳島県長寿いきがい課
（☎621-2202、FAX 621-2840）

介護支援専門員の更新手続き

板野ぴょん太スポーツクラブ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
1/1
休館日

2
休館日

3
休館日

4
休館日

5
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

6
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 
チアダンス教室（南公）

7 8 9
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

10
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

11
楽しいテニス

12
カローリングサークル（休み）
気軽に卓球（休み）
気軽にバド（休み）
グラウンドゴルフ（休み）
バドサークル

13
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 
チアダンス教室（南公）

14 15 16
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

17
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

18
楽しいテニス

19
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

20
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室
チアダンス教室（南公） 

21 22 23
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

24
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

25
楽しいテニス

26
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

27
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室
チアダンス教室（南公） 

28 29 30
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

31
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

2/1
楽しいテニス

2
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

3
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 
チアダンス教室（南公）

徳島県の最低賃金徳島県の最低賃金
◎ 徳島県最低賃金
　　　　　 時 間 額
　　　　 【発効日】 平成29年10月5日
◎ 特定最低賃金

最低賃金、チェックです。

http://tokushima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp
ご検討ください「業務改善助成金」

7 4 0 円

産業名 時間額 発効日
造作材・合板・建築用組立
材料製造業 840円

平成29年
12月21日

はん用機械器具、生産用機
械器具、業務用機械器具製
造業

877円
電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

841円

 ●お問合せ先●
徳島労働局労働基準部賃金室　　TEL 652－9165
または最寄りの労働基準監督署へ　FAX 622－3570
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●
　

江
戸
時
代
、
板
野
町
に
は
徳
島

藩
内
五
街
道
の
内
の
二
街
道
―
讃さ
ぬ

岐き

街
道
と
川
北（
撫む

や養
）街
道
が
通

じ
、
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
徳
島
御
城
下
鷲わ
し

の
門

か
ら
出
発
し
、
大
坂
峠
を
越
え
、

讃
岐
へ
通
じ
る
讃
岐
街
道
に
、
か

つ
て
高
木
の
渡
し
が
あ
っ
た
こ
と

が
、
江
戸
時
代
の
史
書『
阿
波
志
』

に
記
さ
れ
、
そ
の
史
実
を「
阿
波

交
通
史
―
藩
政
時
代
―
』（
井
上
良

雄
著
昭
和
二
十
九
年
鳥
海
印
刷
所

刊
）が
、
記
録
し
て
い
る
。

　

高
木
渡　

徑
百
三
十
歩
、
讃
岐

　

引
田
を
距
へ
だ
た

る

　
　

四
里
余
渡
丁
二
人
月
俸

　
　

四
口

　
　

廣
さ
五
十
間
、
深
さ

　
　

五
尺
、
六
尺

　

渡
し
場
吉
野
川
の
川
幅

「
百
三
十
歩
」と
は
、
一
歩
五
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
て
、
約

六
十
五
メ
ー
ト
ル
程
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
高
木
の
渡
し
か
ら
大

坂
峠
を
越
え
、
讃
岐
引
田
ま
で

約
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二
人

の
船せ
ん
ど
う頭
が
駐
在
し
て
い
た
こ
と

が
、
こ
こ
で
は
記
録
さ
れ
て
い

る
。

　

讃
岐
街
道
高
木
の
渡
し
の
東

に
は
、
現
在
の
藍
住
町
住
吉
に

渡
し
が
あ
っ
た
。

　

住
吉
渡　

南
城
府
を
距
る　

　

二
里
、
北
高
木
渡
へ
半
里

と
、『
阿
波
志
』は
記
録
し
て
い

る
。

　

十
一
月
の
下
旬
、
こ
の
高
木

の
渡
し
を
求
め
、
板
野
町
高
木
の

里
を
た
ず
ね
た
。
た
ま
た
ま
六
十

代
を
越
え
た
地
元
高
木
の
方
が
、

畑
仕
事
を
し
て
い
て
た
ず
ね
る

と
、戦
後
も
高
木
の
渡
し
が
あ
り
、

乗
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
教
示
さ
れ

た
。

　

当
時
川
幅
は
今
の
半
分
位
で
、

高
木
側
の
川
べ
り
に
船
頭
さ
ん
の

家
が
あ
り
、
郷
の
割わ

り
で
賄ま

か
ない

料

を
も
ら
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
の
こ
と
だ
。

　

渡
し
場
の
東
側
大
寺
新
田
は
、

高
木
郷
と
親
密
な
関
係
で
、
大
寺

亀
山
神
社
の
秋
祭
り
で
も
、
両
郷

同
じ
氏
子
同
志
と
し
て
、
屋
台
な

ど
を
出
し
て
い
た
。
親
密
な
間あ
い
だ
が
ら柄

だ
っ
た
。

　

現
在
大
寺
新
田
は
、
板
野
町
新

田
の
板
野
警
察
署
東
側
の
県
道
を

境
に
、
西
大
寺
新
田
、
東
川
端
新

田
に
わ
か
れ
て
い
た
。

　

終
戦
後
高
木
の
渡
し
で
は
、
新

田
へ
渡
り
た
い
人
が
来
て
、
向
こ

う
の
渡
し
場
に
舟
が
い
れ
ば
、「
オ

ー
イ
」と
、
向
こ
う
岸
へ
呼
び
か

け
、
迎
え
に
き
て
も
ら
っ
て
い
た

と
い
う
。
そ
れ
ほ
ど
の
ん
び
り
と

し
た
渡
し
場
だ
っ
た
。

　

地
元
の
方
が
、
そ
の
渡
し
場
跡あ
と

を
教
え
て
く
れ
た
。

　

高
木
寳
嚴
寺
の
前
、
宮み
や
ご
う
ち

川
内
谷

川
に
か
か
る
宝
年
橋
を
南
へ
渡

り
、
す
ぐ
土
手
を
東
へ
ま
わ
り
、

旧
吉
野
川
に
突
き
あ
た
っ
た
場
所

だ
っ
た
と
い
う
。

　

今
は
も
う
何
も
遺の
こ

さ
れ
て
い
な

い
。

　

何
百
年
か
育
っ
た
柳
の
巨
木

と
、
榎え
の
きだ

ろ
う
か
大
木
と
が
岸
に

そ
び
え
、
渡
し
場
へ
お
り
る
石
段

に
使
っ
た
も
の
な
の
か
、
板
状
の

青
石
が
遺
さ
れ
て
い
た
。

　

高
木
の
渡
し
の
想
い
出
を
、
高

木
寳
嚴
寺
名
誉
住
職
平
尾
隆
信
師

が
、
そ
の
自
叙
伝『
二
足
の
わ
ら

じ
―
寳
嚴
寺
と
私
の
生
涯
―
』（
平

成
二
十
七
年
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー

刊
）の
中
で
、
書
き
残
し
て
い
る
。

　

幼
い
頃
、
寺
の
前
を
流
れ
る
宮

川
内
谷
川
で
、
川
遊
び
を
し
て
い

た
と
き
、
川
で
お
ぼ
れ
か
け
た
想

い
出
だ
。

　

遂
に
川
の
藻
が
生
い
茂
っ
て
い

る
所
ま
で
流
さ
れ
て
い
き
、
そ
の

藻
の
中
で
沈
ん
で
は
浮
き
、
浮
い

て
は
沈
み
だ
し
ま
す
。

　

力
の
限
り
浮
き
上
が
っ
て
く
る

と
、
パ
ッ
と
明
る
く
な
り
、
空
気

を
吸
う
と
同
時
に
水
を
ガ
バ
ッ
と

飲
み
、
ま
た
沈
ん
で
暗
く
な
っ
て

い
く
と
い
う
具
合
で
、
ま
さ
に
溺

れ
る
寸
前
で
す
。

　

そ
の
時
、
叔
父
が
高
樹
の
渡
し

場（
阿
波
の
歴
史
に
残
る
有
名
な

渡
し
）の
船
頭
さ
ん
と
船
で
一
緒

に
来
て
助
け
て
く
れ
た
の
で
す
。

溺
れ
る
者
は
蒿わ
ら

を
も
摑
む
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
私
は
両
手
に
川
の
藻

を
握
り
し
め
て
い
ま
し
た
。

　

高
樹
の
渡
し
場
は
言
わ
ば
私
の

命
の
恩
人
で
す
。
こ
の
時
は
宮
川

内
谷
川
の
南
岸
に
あ
っ
て
、
渡
し

守
の
船
頭
さ
ん
一
家
が
住
ん
で
い

ま
し
た
が
、
昔
、
江
戸
時
代
の
渡

し
場
は
北
岸
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
な
つ
か
し
い
回
想
に
よ
る

と
、
か
つ
て
江
戸
時
代
の
高
木
の

渡
し
場
は
、
宮
川
内
谷
川
の
北
岸

だ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
現
在
高
木
を
た
ず
ね

て
も
、
ど
こ
に
も
そ
の
面
影
は
な

く
、
旧
吉
野
川
が
滔と
う
と
う々

と
流
れ
る

ば
か
り
だ
。

幻ま
ぼ
ろ
し

の
高
木
の
渡
し
を
た
ず
ね
る

宮川内谷川と旧吉野川の合流地点　高木の渡し

八
十
二
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう ●

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

親 

の 

氏 

名

子 

の 

名

住
　
所

性 

別

齋　
　
　

和　

希

・

美　

歩

美ミ　

結ユ

大

寺

女

髙　

畑　

博　

紀

・

伊　

陽

翔シ
ョ
ウ

伍ゴ

矢

武

男

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
名

年
　
齢

住
　
所

近
　

藤
　

ツ

ヤ

子

85

那

東

武
　

田
　

廣
　

子

74

大

寺

齋
　

藤
　

發
　

子

83

下

庄

坂
　

本
　

政
　

夫

84

下

庄

福
　

井
　

一
　

幸

82

川

端

村
　

田
　

キ

シ

コ

91

古

城

清
　

水
　

サ

ツ

子

86

西
中
富

上
　

田
　

照
　

江

95

大

寺

藤
　

田
　

源

治

郎

83

大

寺

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

夫 

の 

氏 

名

住
　
所

妻 

の 

氏 

名

住
　
所

算　
　
　

達　

也

阿
波
市

清　

水　

保
奈
美

吹

田

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,631 1,241 1,677 6,549 △ 10

女 3,976 1,340 1,729 7,045 △ 5

合　計 7,607 2,581 3,406 13,594 △ 15

世　帯 3,209 1,037 1,349 5,595 △ 3

人口のうごき

平
成
29
年
12
月
15
日
現
在

★日　時：１月２６日（金）午後７時３０分〜
★種　目：ラージ卓球・ソフトバレー
★場　所：田園パーク健康の館アリーナ内
※参加無料　※準備物：室内シューズ
※町広報のため写真等を撮影することをご了承ください。
※ラケットには限りがございますので、ラケットをお持ちの方は

ご持参ください。

ファミリースポーツの
ご案内

●お問い合わせ● 板野町教育委員会 ☎672-0136
　　　　　　　　 板野町健康の館　 ☎672-3333

なぞなぞ問題：
　ショートケーキの日というのがあります。
　それは、毎月22日です。なぜ、22日がショートケーキの日なの
　でしょうか？
ヒント：カレンダーをよ～くみてください。
　（答えは次回のファミリースポーツの広報に掲載します。）
☆（12月）なぞなぞ問題のこたえ☆　雪だるま

1月1月

【日　　時】
　平成30年₁月17日・31日
　午前10時～12時

【場　　所】
　徳島市内
　（参加者のみにお知らせします）

【募集内容】
　女性のみ、先着10名、参加無料

【お問い合わせ】
　徳島県中央こども女性相談センター
　☎ 652-5503
　FAX 656-0267

夫や恋人との
関係を
考える講座
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ca
le

nd
ar

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

５

金

小
寒

６

土

７

日

平
成
29
年
度
板
野
町
成
人
式(
文
化
の
館
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
）　

午
前
10
時
～

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

8

月

成
人
の
日

9

火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
健
康
の
館
）　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

10

水

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

11

木

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

12

金

板
野
町
消
防
団
出
初
式（
健
康
の
館
）　

午
前
10
時
～

13

土

14

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

15

月

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

16

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

１

木

２

金

３

土

４

日

立
春

第
６
回
い
た
の
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
つ
ど
い（
文
化
の
館
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
）　

午
後
１
時
〜

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

５

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

６

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

７

水

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査(

町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

8

木

9

金

10

土

1

2

月

月
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時

　

休
日
：
９
時
〜
22
時

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、
確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日 

受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
電
話

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

当
番
医

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

17

水

若
い
世
代
の
血
糖
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

巡
回
職
業
相
談（
総
合
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

18

木

３
歳
児
健
康
診
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

19

金

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

20

土

大
寒

21

日

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

22

月

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

23

火

24

水

離
乳
食
講
座
・
股
関
節
脱
臼
検
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
10
時
15
分
～
10
時
40
分

心
配
ご
と
交
通
事
故
・
一
般
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

25

木

乳
児
健
康
診
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

26

金

文
化
財
防
火
訓
練（
羅
漢　

地
蔵
寺
五
百
羅
漢
堂
）　

午
前
９
時
30
分
～

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ　

ラ
ー
ジ
卓
球
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー（
健
康
の
館
）　

午
後
７
時
30
分
～

27

土

28

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

29

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

30

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

31

水

血
管
若
返
り
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

1 月
５

金

北
島
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
2
2
1

６

土

香

川

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

9
7
7
0

７

日

近
藤
内
科
医
院
板
野
町

6
7
2

–

5
6
3
0

８

月

浦

田

病

院
松
茂
町

6
9
9

–

2
9
2
1

9

火

つ
か
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
3
2
3

10

水

中
村
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

3
2
1
3

11

木

健
生
き
た
じ
ま

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

9
6
2
9

12

金

こ
ま
つ
ば
ら

整

形

外

科
北
島
町

6
9
8

–

5
1
0
8

13

土

森

本

医

院
藍
住
町

6
4
1

–

4
1
4
1

14

日

芳

川

病

院
松
茂
町

6
9
9

–

5
3
5
5

15

月

ル
ナ
ウ
イ
メ
ン
ズ

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
3
2
2

16

火

く
ぼ
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
7
8

–

7
1
4
1

17

水

香

川

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

9
7
7
0

18

木

森

本

医

院
藍
住
町

6
4
1

–

4
1
4
1

19

金

中
川
整
形
外
科
藍
住
町

6
4
1

–

2
2
8
8

20

土

中
川
整
形
外
科
藍
住
町

6
4
1

–

2
2
8
8

21

日

井

上

医

院
松
茂
町

6
9
9

–

8
0
7
0

22

月

稲

次

整

形

外

科

病

院
藍
住
町

6
9
2

–

5
7
5
7

23

火

浜

病

院
藍
住
町

6
9
2

–

2
3
1
7

24

水

安

芸

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

6
1
1
1

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

1 月
25

木

清

水

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

8
9
0
0

26

金

あ
い
ず
み
皮
ふ
科
藍
住
町

6
9
2

–

9
2
1
1

27

土

稲

次

整

形

外

科

病

院
藍
住
町

6
9
2

–

5
7
5
7

28

日

春
藤
内
科
胃
腸
科
松
茂
町

6
9
9

–

3
7
7
7

29

月

奥

村

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

2
4
0
3

30

火

山
田
眼
科
藍
住
藍
住
町

6
9
2

–

8
1
1
8

31

水

矢

野

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

4
4
1
1

2 月
１

木

山

根

眼

科
藍
住
町

6
9
2

–

8
1
7
1

２

金

板
東
整
形
外
科
藍
住
町

6
9
2

–

5
1
5
1

３

土

浜

病

院
藍
住
町

6
9
2

–

2
3
1
7

４

日

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
松
茂
町

6
9
9

–

2
7
8
7

５

月

西
條
耳
鼻
咽
喉
科
藍
住
町

6
9
2

–

8
7
1
1

６

火

富
本
小
児
科
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

7
2
2
8

７

水

中
山
産
婦
人
科
藍
住
町

6
9
2

–

0
3
3
3

８

木

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

オ

ク

ム

ラ
藍
住
町

6
9
2

–

4
7
7
1

9

金

き
は
ら
耳
鼻

咽
喉
科
医
院
藍
住
町

6
9
3

–

0
0
8
7

10

土

安

芸

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

6
1
1
1
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

お
は
な
し
会

日　

時　

一
月
二
十
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
二
時
三
十
分
～

会　

場　

文
化
の
館 

図
書
館

内　

容　

紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き

　
　
　
　

か
せ
無
料
で
す
。

新
し
く
は
い
る
本

天
翔
け
る 　

       

葉
室　

麟
／ 

著

サ
ハ
ラ
の
薔
薇	

下
村
敦
史
／ 

著

俺
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

大
沢
在
昌
／ 

著

卑
劣
犯　

素
行
調
査
官笹

本
稜
平
／ 

著

水
底
の
女	

村
上
春
樹
／ 

著

生
の
肯
定	

町
田　

康
／ 

著

探
偵
少
女
ア
リ
サ
の
事
件
簿
２

東
川
篤
哉
／ 

著

絶
望
の
歌
を
唄
え	

堂
場
瞬
一
／ 

著

森
家
の
討
ち
入
り	

諸
田
玲
子
／ 

著

ふ
し
ぎ
な
ど
う
ぶ
つ
ラ
ン
ド

斉
藤　

洋
／ 

作

最
後
の
オ
オ
カ
ミ	
黒
須
高
嶺
／ 

絵

よ
く
わ
か
る
人
工
知
能松

尾
豊
／ 
監
修

わ
た
し
の
お
ひ
っ
こ
し

さ
く
ま
ゆ
み
こ
／ 
訳

お
笑
い
芸
人	

安
田
夏
菜
／ 

作

灰
屋
灰
次
郎  

飯
野
和
好
／ 

作
・
絵

１ 

肉
１ 

野
菜 

鍋	

堤　

人
美
／ 

著

「
婚
活
中
毒
」

秋
吉
　
理
香
子
／ 

著

　

運
命
の
出
会
い
は
い
の
ち
が
け
だ
― 

　

こ
の
人
と
な
ら
―
と
思
っ
た
そ
の

時
、
あ
な
た
は
も
う
騙
さ
れ
て
い

る
！

　

人
生
は
ど
ん
で
ん
返
し
の
連
続
―

『
暗
黒
女
子
』著
者
が
贈
る
サ
プ
ラ
イ

ズ
満
載
の〈
婚
活
〉ミ
ス
テ
リ
ー

「
と
の
さ
ま
サ
ン
タ
」

長
野
　
ヒ
デ
子
／ 

作
・
絵

　

あ
の
幻
の
名
作
が
、
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
！

　

わ
が
ま
ま
だ
け
ど
に
く
め
な
い
お

か
し
な
殿
様
が
、
外
国
に
は「
ク
リ

ス
マ
ス
」と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
お
城

で
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
お
う
と
す
る
の

で
す
が･･･

。

　

爆
笑
必
至
、
読
み
聞
か
せ
絵
本
の

傑
作
で
す
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

262

1月・2月の休館日　表中 
2月

　 　 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土
１月

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

※２月４日は「童謡とわらべ歌のつどい」開催のため臨時休館日といたします。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、戌
年
で
す
。
戌（
犬
）

と
い
え
ば「
犬
は
三
日
飼
え
ば

三
年
恩
を
忘
れ
ぬ
」と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
日
々
の

生
活
の
中
で
感
謝
を
忘
れ
ず
過

ご
し
た
い
と
新
し
い
年
を
迎
え
、

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
平
和
な
良
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

十
月
三
十
一
日（
火
） 

、
西
地

区
樂
笑
会
や
民
生
・
主
任
児
童
委

員
の
皆
様
を
お
招
き
し
て
、
ご
高

年
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

交
流
内
容
と
し
て
、一
年
生
は
、

折
り
紙
・
こ
ま
・
あ
や
と
り
等
の

昔
の
遊
び
を
、
二
年
生
は
、
め
ん

こ
・
け
ん
玉
・
町
民
音
頭
を
、
三

年
生
は
、
体
育
館
で
の
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
を
通
し
て
、
ご
高
年
者
の
方

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
四
・
五
・

六
年
生
は
、
町
小
中
音
楽
会
で
発

表
し
た
二
曲
を
開
会
行
事
で
披
露

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
授
業
参
観
日
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
授
業
公
開
を

案
内
し
て
い
た
た
め
、
一
・
二
年

生
児
童
の
保
護
者
を
中
心
に
音
楽

発
表
や
交
流
会
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
世
代
間
の
交
流
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
の

方
に
は
、
児
童
と
と
も
に
給
食
を

食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

児
童
を
軸
に
し
て
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
つ
な
が
っ
た
有
意
義
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
の
会
」

板
野
西
小
学
校

音楽発表（4,5,6年生）

町民音頭（2年生）
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